































1桜井徳太郎I仏教民俗学に新機軸 打火重氏を悼む 一 」（『未教民俗研究，l第4号、 1994年）、 2頁。
2 —例として、 川出稔『柳田國男ーr1山,111·1百仰」のIll:界』（末米ネt、 1992年）、 林惇「1山ifl信仰論の学史
的応義」(I協心V-lh, • 田丸徳苦編i·アジアの宋教と枯神文化』新耀社、 1997年）なと。






























































































2007年） 5頁3 初出『仏教民俗l 1号、（高野山大学
歴史研究会、 1952 年）C
1950 年代において、 五哭のみが 表磨」
―
基僭」という用法を庶民信仰の解明に応用していたわけでは
ない。 たとえば、 池上広戸は「民間信仰は古くから伝承されてきた民俗信仰と諸創唱宗教とが、 融合、
複合した信仰形態を指している。（中略）民間信仰の本質は、 この故に多分に呪術、宗教的な要素を含む
ものであると言えよう。 然し、 民間信仰1ま外来の諸倉lj唱宗教や諸信仰を受け容れる受容の場でもあり、
変容、 詑合は場でもあり、 更に新しい諸新宗教発生の母体でもあるという意味で、 所謂『表層的宗教』
に対し、『基層的宗教；と言えよう」と使用している。 池上広正『宗教民俗学の研究j (名著出版、 1991








はナウマン の 籍作から民俗文化を 「 表層文化」と！基層文化」に構造化する視点
を抽出し、 「基屈文化Iへの軽視を是干する視，点について次のように辿べている，


























表層文化 I 貴族 ・ 有識者 1 飛鳥天平のか院建築• 仏像 ・ 学倍の述作
基居文化 常民（庶民） 民間の寺院・辻堂 ・ 道ばたの右地蕨
このように表居文化と基岡文化を分類し、かつ基崩文化の担い手である庶民に「日
本仏教の根源的主体性の形成者」という地位を与えている。 そして同時に上来は






























ルチャ ー）がうけ入れられるには、 そのペース（土壌）の低文化（ロ ー カル
チャ ー）がなければならないc その上壌によってうけ入れられた高文化は変
容し規制されてくる10。























































































11五来.tit r仏教民俗学の概念J (『上来直著作集』第1巻、 2007年） 415頁。
IS五来は『仏教と民俗』（角川苫店、 1976年） 276頁。


























23五来重「仏教と民俗」（『続仏教と民俗』角川書店、 1979年） 250~251頁。 初出「信仰と民俗」（『日
本民俗学大系』8巻、 平凡社、 1959年）。




































































について、 その経年変化をコンパクトによとめている。 林‘（が 「五来限と仏教民俗学の構想」（『宗教民俗






私は仏教民俗資料を、 よく元素の化合物にたとえる。 現実に存在し、 かつ人
間に有用な物質は化合物なのであるが、 元素そのものは純粋な形では不安定
なものが多く、 変化しやすい。 酸素と水素は純粋（本物）のままでは不安定













み、 安定した化合物になったとしている。 五来のごの視座は、 仏教学や宗学が原
始仏教を念頭にプッダや宗祖の思想を理想形とし、 その観点からH本仏教を論じ









The Folk Belief (Shomin Shinko) 
Theory of Shigeru Gorai 
Tomonori ABE 
This article is intended what kind of thing understanding of the common 
people (shomin) faith of Shigeru Gorai was. As for the common people faith 
theory of Gorai, a folk Buddhism becomes basic, but the understanding of the 
common people becomes the problem. As for his common people 
understanding, a class system is basic, assume regard Buddhism of the upper 
class as false Buddhism. 
On the other hand, The Buddhism that was propagated between the common 
people, consider it to be genuine Buddhism based on the sense of values of the 
common people, provide an important role in Japanese Buddhism history. 
In this article, I make class-consciousness of Gorai clear, It is intended to 
connect his folk belief theory with a social class. 
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